




























３．全体フレーム ６．スケジュール(予定)

１．ガイドラインのねらい

（１）「街づくり基本協定」の実効性を高める。

（２）暫定土地利用施設にも色彩、広告物等の景観ルールを適用する。

（３）みなとみらい大通りの景観基準を定める。

景観に関するルール

　手　続　き
　（H19.9～11）

・都市美対策審議会
・都市計画審議会
・決定告示

景
観
条
例
の
改
正
等

H20春頃
（予定）

運
用
の
開
始

街づくり協議会による検討

（H18.12
）

（H19.3）

都市美対策審議会での報告・審議

＜これまでの検討経緯＞ ＜これからのスケジュール案＞

都市景観協議地区
（景観条例）

＊主に定性的な景観項目

景観計画（景観法）
＊主に定量的な景観項目

景観以外の項目

景観に関する項目

ガイドライン街づくり基本協定等

（趣旨）
　魅力ある景観づくりを進めるため、「景観法の景観計画」及び「横浜市魅
力ある都市景観の創造に関する条例（以下「景観条例」）の都市景観協議
地区」に基づく、新たなルールとして、「みなとみらい２１中央地区都市景観
形成ガイドライン」（以下　ガイドライン）を作成し、今後手続きを進めてまい
ります。

◆　みなとみらい２１中央地区都市景観形成ガイドライン（案）について

２．ガイドライン適用区域

桜木町駅

横浜駅

みなとみらい２１中央地区

みなとみらい大通り

　　　　ガイドライン適用区域

みなとみらい大通り沿道地区

４．ガイドラインの構成

（１）全体の方針
　方針１　多様で先進的都市機能が集積するにぎわいと活力ある街を創る
　方針２　街に集う人々に心地よく、優しい都市環境を形成する街を創る
　方針３  みなとみらい２１地区の特徴を生かし横浜の顔となるような風格ある街並みを創る

（２）景観形成項目
 　項目１　　　アクティビティフロア（建物低層階において賑わいを創出する空間）
　 項目２　　　歩道状空地
   項目３    　コモンスペース（広場状空地）
   項目４   　 駐車場
   項目５    　駐輪場
   項目６    　付属設備等
   項目７    　色彩（数値（マンセル表色系）による基準）

　 項目８    　夜間照明
　 項目９    　建築デザイン
   項目１０  　スカイライン
   項目１１  　沿道通景　【新規項目】

　 項目１２  　広告物（屋外広告物、独立広告物、ビルサイン）

景観法による基準

景観法による基準

５．みなとみらい大通りの景観基準

●高さ
　 風格ある通りの景観形成を考え、通りに面する街区の建物の高さを
   ６０ｍ以上とする。
　  ※敷地面積が2,500㎡未満で、かつ街並みに調和すると認められた場合を除く。

●通景
   低層階への圧迫感の低減を図るため建物の高さ３１ｍ以上の部分を、
    道路境界線より４ｍ以上壁面後退する。
　→あらかじめ、道路境界線より４ｍ以上壁面後退している場合は、
       この限りではない。

60m

31m

4m

みなとみらい大通り

4m

（道路境界線）

（H19.6）

H19末
（予定）

- 30 -

　
原
案
説
明
会

（H19.7.12）














	市街地整備状況（資料１）.pdf
	みなとみらい21中央地区都市景観形成ガイドライン（参考１）.pdf
	みなとみらい21中央地区景観計画（案）（参考２）.pdf
	みなとみらい21中央地区都市景観協議地区（案）（参考３）.pdf



